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BWR 装荷を目標とした，事故耐性を有した改良ステンレス鋼（FeCrAl-ODS 鋼）燃料被覆管の研究開発を進めて

いる。本発表では米国オークリッジ国立研究所の HFIR（High Flux Isotope Reactor）にて中性子照射した

FeCrAl-ODS 鋼の機械特性について報告する。 
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1．緒言  事故耐性の高い改良ステンレス鋼燃料被覆管の研究開発の一環として，プロトタイプ燃料の設計に用

いる基礎的データ取得のため，機械特性に及ぼす中性子照射の影響を評価している。FeCrAl-ODS 鋼に対して損

傷量 2.6，3.9，7.8 および 13 dpa を目標とした中性子照射試験を実施しており，このうち，2.6 dpa まで照射した試験

片の機械特性を評価した。 

2．実験  FeCrAl-ODS 鋼の再結晶熱処理板材およびそのビードオンプレート材を SS-J2 形状の引張試験片（ゲー

ジ部：5×1.2×0.5 mm）に加工し，それぞれ通常材および溶接材試験片とした。通常材試験片については板材の圧

延方向（RD）および板幅方向（TD）が引張方向となるように試験片を作製した。溶接材試験片については RD のみ

とした。これらを HFIR にて約 300 ℃で 2.6 dpa まで中性子照射した後，NFD のホットラボに輸送し，室温，300 ℃

および 350 ℃にてひずみ速度を 1×10-3 /s として引張試験を実施した。 

3．結果  図１に通常材試験片での結果を示す。照射後の 0.2 %耐力および引張強さは，未照射材に比べて 100

～300 MPa 程度増加した。この傾向に試験片の採取方向の影響は認められなかった。また，0.2 %耐力の増加に伴

い一様伸びの低下が顕著であったが，破断伸びは 300 ℃以上の試験では概ね 5 %以上の伸びを有した。一方，

溶接材については，通常材と比べて強度が大きく，延性は低い傾向があった。 

 

図 1 中性子照射した FeCrAl-ODS 鋼の引張試験結果（通常材，2.6 dpa） 

 

本研究発表は，経済産業省資源エネルギー庁の平成２９年度原子力の安全性向上に資する共通基盤整備のため 

の技術開発事業（安全性向上に資する新型燃料の既存軽水炉への導入に向けた技術基盤整備）の成果である。 
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